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   The effects of local irradiation and intraperitoneal injection of cisplatinum (CDDP) and VP-
16 were examined in the sequential  3T magnetic resonance spectroscopy (MRS) in testicular cancer 
 (TC-1) and bladder tumor (BT-8) of human origin, serially transplanted in nude mice. 
   In the early phase of tumor growth, high-energy phosphate metabolites such asphosphocreati-
nine (PCr), adenosine triphosphate (ATP) and phosphomonoester (PME) were detected in both 
grafted tumors. However, the relative value of inorganic phosphate (Pi) to PCr increased with 
the growth of the tumor. 
   Irradiation had the most pronounced effect to inhibit growth, followed by CDDP in both 
strains. However, growth inhibition was not observed in the VP-16 group. The effect of irradia-
tion on the tumor histology was severely expressed in the nucleus and cytoplasm on the 4th to 7th 
day. The high PCr/Pi ratio during 2 to 14 days after irradiation suggested reoxygenation in the 
tumors with a high hypoxic cell fraction. In the CDDP and VP-16 groups, without histological 
change, the changes of PCr and Pi were milder than that in the irradiation group. 
   Thus the spectroscopic analysis is presumably expected to give us an earlier and more accurate 
information on the tumor than the conventional parameters. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 295-301, 1994) 
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緒 言
31P-MRS(magneticresonancespectroscopy)は
生体 内 の 主 要 な エ ネル ギ ー物 質 で あ るPCr(phos-
phocreatinine)やATP(adenosinetriphosphate)
な どの リン酸化 合 物や そ の 代謝 産物 を非 浸襲 性 に 測定
す る こ とが 可能 で あ り生 体 組織 の 組成 や エ ネ ルギ ー代
謝 の研 究 に 広 く用 い られ て い る.わ れ わ れ もす で に精
巣機能 の実験 的 評価 を 中 心 に概 要 を発表 した1).
悪性 腫 瘍 につ い て も,腫 瘍 の増 殖 とエ ネ ルギ ー代謝
















いた.腫 瘍 を無 菌 的 に摘 出 し,細 切 後2～3mm角 を
5～7週 令 の 雄(BALB/c)ヌ ー ドマ ウス(nu/nu)
の 背部 皮下 に移 植 した,い ず れ の腫 瘍 も体 積 が5×102
Mm3を 越 え,MRSに よ る測 定 が 可 能 とな る7日 目
を原 則 と して 実験 を 開始 した,実 験 を通 じて2～3日
毎 に 腫瘍 径 を 測定 し,Ovejera7)の式 を 用 い た腫 瘍 体
積 を 算 出 した,
2)31P-MRS
スペ ク トロス コ ピーは 静磁 場 強 度2,0Tの 実 験 動物
用MR装 置(Phospho-enrgeticsBEN250/80:大
塚 電 子)で,直 径2.Ocmの 表 面 コイル を使 用 した.
繰 り返 し時 間2秒 で,原 則 と して600回のFID(free
inductiondecay)を平均 して スペ ク トルを え た.え
られ た ピー クの中 で高 エ ネル ギ ー リン酸化 合物 であ る
PCr,α,β,γ一ATP,低エ ネル ギ ー リン 酸 化 合 物 の
Pi(inorganicphosphate)細胞膜 の 燐 脂質 合 成 に 関
連 す るPME(phosphomonoester)の変化,お よび
リン酸 代謝 の 面 か ら 腫 瘍 の 虚血 状 態 の 指標 と して
PCr/Pi比を求 め,こ れ らの推 移 を検 討 した.
2)化 学 療法,放 射線 療 法
原 則 と して移 植 後7日 目にCDDPlOmg/kg,VP-
1640mg/kgを1回腹 腔 内 投 与 した.放 射線 療 法 と
し て 腫瘍 局 所 に9MeVの 電 子線(NELAC1018,
NEC)20Gyを1回 照 射 し,そ の後 の 腫瘍 の増殖 と
ス ペ ク トル変 化 を検討 した.ま た 治療 後1 ,4,7,





























































































































































































い も ので は なか った(Fig.4).
放射 線 照射 群 は 照 射 後24時間 でPCrは 高 い ピー ク
を示 し,Piの 上 昇 も軽 度 で あ った.ま たPMEは 放
射線 照 射 に よ って消 失 す る こ とな く,高 い レベル を保
って いた.こ れ らのPCr,PME,ATPの ピー クは
照 射 後7日 目で も同様 で あ り,対 照 群 に おけ る増 殖初
期 の パ タ ー ンを約2週 間 継続 した(Fig,5)・
腫瘍 組 織 に お け る虚 血 状 態 を示 す 指 標 と して用 い た
PCr/Pi比はBT8-TC-1の いず れ も対 照 群 で は 経
過 と と もに低 下 し,2～3週 間 でTC-1で 平 均 α6に,
BT・8で平 均0.2に低下 した.し か し 放射 線 照 射 群 で
は観 察 期 間 を通 じて 平 均1.0以上 の値 で推 移 し(TC-
1:0.05<P<0.1,BT-8=P<O・05),腫蕩 増 殖 抑制 効 果
では 放 射線 治 療 群 に劣 る 結 果 で あ ったCDDP,vp.
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